
ダイヤモンド NV中心を用いた磁壁検出 

Detection of magnetic domain wall with nitrogen-vacancy centers in diamond 
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電子の内部自由である電荷とスピンの双方を工学的に利用する学理体系としてスピントロニク

スが知られている。スピントロニクスではスピン波や磁壁を用いたデバイスが考案されている[1]。

これらの研究では、磁化のダイナミクスを詳細に解析するツールが求められている。このことか

ら様々な磁化測定技術や磁気イメージングに関する研究が報告されている[2-4]。 

近年、ダイヤモンド中の格子欠陥である NV(Nitrogen-Vacancy)中心が磁気センサーとして注目さ

れている。NV中心はスピン 1を有する常磁性欠陥であり、光学的磁気共鳴検出法(ODMR)を用い

ることで、電子スピン共鳴(ESR)を検出できる。この ODMR を利用することで漏洩磁場計測が可

能となる。 

本研究では、最近、我々が開発した走査プ

ローブ顕微鏡とダイヤモンド NV中心の複合

走査磁気共鳴顕微鏡を用いて、磁性薄膜の磁

壁の観測を試みた。Fig. 1(a)には偏光顕微鏡に

よるガーネット試料の磁壁のイメージと、複

数の NV中心を含有するマイクロダイヤモン

ドを取り付けた走査ダイヤモンド原子間力

顕微鏡(AFM)プローブを示す。AFMにより表

面を走査しながら (Fig. 1(b))、各走査点で

ODMR により磁気共鳴(ESR)信号を計測する

ことができる(Fig. 1(c))。Fig. 1(c)には Fig. 1(b)

中の A-D 点で得られた ESR スペクトルを示

した。これらの ESR信号の半値幅から漏洩磁

場による磁壁のイメージングを試みた結果

について報告する。 
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Fig. 1, ESR detection via scanning NV center probe 

scanned on a magnetic domain on a garnet sample. 

(a) CD image of a magnetic domain together with 

scanning diamond probe. 

(b) AFM Topography image 

(c) ESR spectra obtained from scanning NV probe 

at the positions A-D. 
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